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② 「アーカイブ機能の強化・拡充」

自動化書庫棟

（収蔵能力50万冊）

Ａ棟

書架スペース狭隘の解消

事務と隣接
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② 「アーカイブ機能の強化・拡充」

自動化書庫の端末（利用者が検索可能）
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③ 「インフォメーションラウンジ機能の強化・拡充」

１階平面図

多様な利用が
可能なラウンジ

Ａ棟

Ｂ棟

260席配置したホール
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【整備後 イメージ】

③ 「インフォメーションラウンジ機能の強化・拡充」

地域住民の方々も利用可能なパブリックスペースとしての

利用形態をイメージ 22



③ 「インフォメーションラウンジ機能の強化・拡充」

研究活動のパネル展示学生だけでなく地域住民も利用可能

【整備後】 ラウンジ
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③ 「インフォメーションラウンジ機能の強化・拡充」

カフェの整備

【整備後】 ラウンジ

24
イベント活動として利用



③ 「インフォメーションラウンジ機能の強化・拡充」

学内外の会議や研究会，講演会などでの利用

【整備後】 ライブラリーホール
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④ 「ハイブリッド図書館の実現」

【インフォメーション

ラウンジ機能】

・ギャラリー

・ラウンジ

・カフェ

【アーカイブ機能】

・自動化書庫
１階平面図 27



④ 「ハイブリッド図書館の実現」

【アーカイブ機能】

・自動化書庫

【ラーニングコモンズ
機能】

・プレゼンスペース

・スピーキングブース

・外国語学習支援

スペース

２階平面図 28



④ 「ハイブリッド図書館の実現」

３階平面図

【ラーニングコモンズ
機能】

・ＩＣＴ講義室

・グループ学習室

・メディアラボ
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④ 「ハイブリッド図書館の実現」

30

館内に教育用ＰＣを備えるほか，無線LANを完備したことで，
紙資料と併せて情報活用できる環境となった
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⑤ 「図書館機能の再生」

見通しが悪く，目的地まで
たどりにくい書架スペース

【整備前】
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狭隘化した学習スペース



【整備後】

⑤ 「図書館機能の再生」

開放的な目次空間を設け，「見通しが良い，わかりやすい図書館」として整備
33



６. 整備効果

① 学生自らの自立的な学習習慣を育てる

② 学生同士等の交流により得られる教育効果

③ 学生だけでなく，教職員を含めての教育力の向上

④ 入館者の増加（約60万人を想定）

見込まれる効果（概算要求時）
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① 学生自らの自立的な学習習慣を育てる

実際は・・・

ラーニングコモンズの拡充や使い勝手の良いＩＣＴ装置等を整備
したことで，学生の自主的・自立的学習習慣に繋げた
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実際は・・・

学生同士でコミュニケーションをとりながら学習できるスペースを整
備したことで，容易にグループ学習が可能となった

② 学生同士等の交流により得られる教育効果
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③ 学生だけでなく，教職員を含めての教育力の向上

実際は・・・

37

ライブラリーホールにて教職員を対象とした全学ＦＤが開催され，

毎回学習支援に関してなど多くの意見交換が行われている



④ 入館者の増加（約60万人を想定）

実際は・・・
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その他の効果① 学外利用者の増加
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その他の効果② 運営経費の節減

ペアガラスの採用

（日射による熱負荷対策）

・省エネルギー技術の導入・・・主な取組

太陽光発電の採用

（大学ホームページ上で発電量が見れる）
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その他の効果② 運営経費の節減
・電気・ガス・水道の使用料金
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旧来の「静かな図書館」から「多機能型図書館」へと変貌

7. 今後の展開

学生や教職員だけでなく，更に地域に開かれた図書館へ
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学生の主体的な学習を支援するための取組強化へ



ご清聴ありがとうございました
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